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SAIKYO BANK REPORT 2015 2015中間ディスクロージャー

経常収益 経常利益 中間純利益

12,539百万円

2,907

4,025

1,949

2,48312,539

平成26年
9月期

平成27年
9月期

13,15912,702

3,348百万円

3,348

2,330百万円

2,330

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

平成25年
9月期

平成26年
9月期

平成27年
9月期

平成25年
9月期

平成26年
9月期

平成27年
9月期

平成25年
9月期

（前年同期比△619百万円） （前年同期比△676百万円） （前年同期比△152百万円）

貸出金残高

（前年同期比＋614億円）

中小企業・個人向け貸出 事業性貸出先数

8,592億円

11,795
12,7188,592

平成26年
9月期

平成27年
9月期

7,977

6,857

（前年同期比＋685億円）
7,398億円

5,842

2,402

6,713

2,928

3,440

3,784

7,398

3,190

4,208

（前年同期比＋1,281件）
13,999件

13,999
（単位：億円） （単位：億円） （単位：件）

平成25年
9月期

平成26年
9月期

平成27年
9月期

平成25年
9月期

平成26年
9月期

平成27年
9月期

平成25年
9月期

中小企業 個人■ ■

損益の状況

貸出金の状況

2015年9月期決算ハイライト（単体）
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自己資本比率の状況

■投資信託　■公共債　■年金保険等

預金残高

9,880 10,313

（前年同期比＋1,068億円）
11,382億円

（単位：億円）
11,382

平成25年
9月期

平成27年
9月期

平成26年
9月期

預り資産残高

1,314
1,475

（前年同期比＋126億円）
1,601億円

（単位：億円）

1,601

315
389

404

49
37

29

949 1,049 1,168

平成25年
9月期

平成27年
9月期

平成26年
9月期

預金等の状況

不良債権の状況

開示債権比率

13,589
16,114

（前年同期比△0.21ポイント）
1.80％

15,711

5,303
5,339 5,029

7,870
9,247 9,336

415 1,528 1,345
平成25年
9月期

平成27年
9月期

平成26年
9月期

2.01
1.80

1.97

■破産更生債権等　■危険債権　■要管理債権
  ●　開示債権比率（％）

（単位：百万円）

※平成25年9月期はバーゼルⅡ基準
※平成26年9月期、平成27年9月期はバーゼルⅢ基準

自己資本比率

49,002
54,596

（前年同期比△0.70ポイント）
9.69％

（単位：百万円）

54,849

平成25年
9月期

平成27年
9月期

平成26年
9月期

10.39 9.69
10.79

●　自己資本比率（％）　■自己資本額

用 語  解  説

経常収益
銀行の通常業務から
の収益で、一般企業
の売上高にあたるもの
です。貸出金利息や
有価証券利息配当金
等の資金運用収益や
各種手数料収入の役
務取引等収益等により
構成されています。

経常利益
経常収益から、預金
利息等の資金調達費
用や営業経費、与信
費用等の経常費用を
差し引いたものです。

自己資本比率
銀行が保有する資産に対する自己資本
の割合で、銀行経営の健全性・安全
性を判断する指標です。国内基準行に
は4％以上を維持することが義務付けら
れています。当行は平成27年3月末より
オペレーショナルリスク相当額算出にお
いて粗利益配分手法を採用しておりま
す。（粗利益配分手法：高度なオペレー
ショナルリスク管理態勢を整備したうえで、
金融庁が承認する算出の手法）

開示債権比率
金融再生法に基づき、お客さま
の状況に応じて「破産更生債
権及びこれらに準ずる債権」、
「危険債権」、「要管理債権」、
「正常債権」に分類し、「正常
債権」を除く3つの債権の合計
額を不良債権額として開示して
おります。銀行の総与信額のうち、
不良債権額の占める割合を開
示債権比率としています。




